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連結子会社間の合併に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社連結子会社の株式会社ヨウコーフォレ

スト竹の塚（以下「フォレスト竹の塚」）が当社連結子会社である株式会社ヨウコーキ

ャッスル三鷹（以下「キャッスル三鷹」）を吸収合併すること、並びに当社連結子会社

の株式会社ヨウコーフォレスト湘南（以下「フォレスト湘南」）が当社連結子会社であ

る株式会社ヨウコーフォレスト河辺（以下「フォレスト河辺」）を吸収合併することを

決議しましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は当社の連結子会社間における吸収合併であるため、開示内容を一部

省略しております。 

記 

 

１．合併の目的 

 合併当事者はそれぞれ介護付有料老人ホームを営んでおりますが、合併により、運営ノ

ウハウの共有を通じた収益力の向上及び経営の効率化を目的とするものです。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

 フォレスト竹の塚による 

キャッスル三鷹の吸収合併 

フォレスト湘南による 

フォレスト河辺の吸収合併 

合併契約書締結 2023年２月 13日 同左 

株主総会決議 2023年２月 13日 同左 

合併効力発生 2023年４月１日（予定） 同左 

   （注）株主総会決議はフォレスト竹の塚、キャッスル三鷹、またフォレスト湘南、 

フォレスト河辺にてそれぞれ行います。 

 

（２）合併の方式 

①フォレスト竹の塚を存続会社とする吸収合併方式とし、キャッスル三鷹は消滅 

②フォレスト湘南を存続会社とする吸収合併方式とし、フォレスト河辺は消滅 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

本合併それぞれは、当社の完全子会社間の合併であるため、株式またはその他の財産

の割当てはありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 



 

 

 

３．合併当事会社の概要 

（１）フォレスト竹の塚によるキャッスル三鷹の吸収合併 

 存続会社 消滅会社 

①商号 株式会社ヨウコーフォレスト

竹の塚 

株式会社ヨウコーキャッスル

三鷹 

②本店所在地 東京都板橋区 東京都板橋区 

③代表者の役職・氏名 代表取締役 伊藤進 代表取締役 伊藤進 

④主な事業内容 介護付有料老人ホームの運営 介護付有料老人ホームの運営 

⑤資本金 1,000万円 500万円 

⑥設立年月日 2000年 11月 21日 2004年４月５日 

⑦決算期 ３月 31日 ３月 31日 

⑧大株主及び持株比率 当社（㈱揚工舎）100％ 当社（㈱揚工舎）100％ 

⑨純資産 118百万円  （2022年 3月末） △71百万円 （2022年 3月末） 

⑩総資産  257百万円 （〃）  79百万円 （〃） 

⑪売上高  415百万円 （2022年 3月期）  139百万円 （2022年 3月期） 

⑫最終利益  28百万円 （〃） △28百万円 （〃） 

 

（２）フォレスト湘南によるフォレスト河辺の吸収合併 

 存続会社 消滅会社 

①商号 株式会社ヨウコーフォレスト

湘南 

株式会社ヨウコーフォレスト

河辺 

②本店所在地 東京都板橋区 東京都板橋区 

③代表者の役職・氏名 代表取締役 伊藤進 代表取締役 伊藤進 

④主な事業内容 介護付有料老人ホームの運営 介護付有料老人ホームの運営 

⑤資本金 2,000万円 3,300万円 

⑥設立年月日 1996年９月 27日 2003年 11月４日 

⑦決算期 ３月 31日 ３月 31日 

⑧大株主及び持株比率 当社（㈱揚工舎）100％ 当社（㈱揚工舎）100％ 

⑨純資産  141百万円 （2022年 3月末）  3百万円 （2022年 3月末） 

⑩総資産  241百万円 （〃）  53百万円 （〃） 

⑪売上高  465百万円 （2022年 3月期）  114百万円 （2022年 3月期） 

⑫最終利益  37百万円 （〃）  2百万円 （〃） 

 

 

４．合併後の当社の状況 

①フォレスト竹の塚の商号、本店所在地、代表者、事業内容、資本金及び決算期に変

更はありません。 

②フォレスト湘南の商号、本店所在地、代表者、事業内容、資本金及び決算期に変更

はありません。 

 

５．業績に与える影響 

 本合併は、当社の連結子会社間の合併であり、当社及び連結業績に与える影響は軽

微であります。 

 

以 上 


